
フロベール『純な心』に見られる「無」の文体

―― フロベールと仏教 ――

やま口樋

はじめに

ギュスターヴ・ フロベールは,「文体がすべてであ

る」 le style est toutと のべ,文体の探求に苦業 し文

章修練に一生を捧げた19世紀フランスの作家である。

円熟期に書かれた『感情教育』の中から宙sageと ig―

ureを 抽出し,登場人物の「顔」の描写を探求 し,

「フロベールの『感情教育』における顔」 (注 1)で分

析を試みた。その結果,フ ロベールは,独 自の文体と

リズムを生み出し,練 り上げられた手法で,登場人物

の「顔」を生き生きと巧みに描き出す作家であること

が読み取れた。では,晩年の作品では「顔」はどのよ

うに描かれるのだろうか。

53歳のフロベールは未完の大作『ブヴァールとペキュ

シェ』に挑むが,途中方針を変え中断し,短編集『三

つの物語』に取り組む。この方向転換の理由には,健

康の不調,劇作『候補者』 (1874)の不評,ま た最愛
の母の死 (1872),ル イーズ 。コレ, ジョルジュ・ サ

ンドの死 (1876)等言卜報が相次ぎ,さ らに姪の夫の破

産の肩代わりで金銭的窮地に陥ったこと等,「負」の

状況がフロベールの身辺に起きたことが考えられる。

このような失意に満ちた状況から立ち上がるため『三

つの物語』を課し,書き上げて後再び『ブヴァールと
ペキュシェ』に向かう。が,執筆の途中1880年 5月 8

日, フロベールは脳溢血で急逝する。故に,『二つの

物語』は生前に発表された最晩年の最後の作品である。

『純な心』は,そ の『三つの物語』の一篇で,1876

年 (2月 ～ 9月 )に書かれた 5章からなる小品である。

生地ノルマンディー地方の町ポン0レ ベックを舞台と

し,誠実な奉公人フェリシテを主人公とする物語で,

他の 2編 (『聖ジュリアン伝』『ヘロデア』)と 比べよ

り身近に感じられる場所 0人物設定の作品である。で

は,主人公フェリシテの「顔」や「身振り」すなわち

「人物像」はどのように描かれているのか。この作品

の「顔」の描写について探ってみたい。

Ⅱ.「無」の描写

第 1章の最後にフェリシテの「顔」の描写がある。

引用 1:

Son visage ёtait maigre ct sa voix aiguё o A vingt― cinq

ans, on lui en donnait quarante。  ]Dё s la cinquantaine,

elle ne marqua plus aucun age; _ et, tottourS

silcncicuse,  la  taille  droite  et  les  gestes  mesurё s,

semblait une fclnme cn bois, fonctionnant d'une maniё re

automatiquc。     (こル Cθθνr sれρ′θ,tOme 2,p.592)

彼女の「顔」は痩せていた。それだけである。身体

の特徴 として,鋭い声,25歳 なのに40歳に見える。静

かで,背をまっす ぐに伸ばし,規則正 しいしぐさで ,

機械仕掛けの木偶のような女に見える, とある。 On

lui en donnait quarante主語 onは不定代名詞が用いら

れ,人一般,不特定の人を表す。動詞 donnerは 年齢

を想定 し,25歳 でも40歳に見える, という不特定な表

現。 semblait une femme en bois木 偶のような女に見

える 三動詞 sembler(～ のように見える)は , これ も

特定 しない。fOnctionncr d'une maniё re automatique機

械的な,決まりきったやり方で仕事をする, という表

現で, フェリシテ独自の「身振 り」は特に描かれてい

ない。

この「顔」の描写の件の前には,「身な り」の描写

がある。

引用 2:

En toute saison elle portait un mouchoir d'indienne

flx6 dans le dos par une ёpingle, un bonnet lui cachant

les cheveux, des bas gris, un jupon rouge, ct par―dessus

sa camisole un tablier a bavette, comme les inflttgliё res

d'hOpital。 (ibid。 , p.592)

服装も,ボネットで髪を包み,胸あてのついたエプ

ロンをした病院の看護婦のような女, という比喩。そ

の表現法は,en toute saison一 年中, と季節は特定さ

れず,un mouchOir,(ネ ッカチーフ)une ёpingle,(ピ
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ン)un bonnet,(ボ ンネット)des bas,(靴 下)un
tablier(エ プロン)と フェリシテが身につける衣服は,

不定冠詞 un,une,desで 表現されている。「顔」 も

「身振り」も「身なり」 も,不特定であいまいな描写

と言える。

ここで,他の作品の登場人物の「顔」の描写を見て

みよう。例えば,代表作『ボヴァリー夫人』の主人公

エンマの「顔」は, どのように描かれているのだろう

か。

引用 3:

Son profll ёtait si calinc, que l'on n'y dcvinait ricn.

II sc dё tachait en plcine lunliё re, dans l'ovalc de sa

capote qui avait des mbans pales ressemblant a des

feuilles de roscau. Ses ycux aux longs cils courbes

regardaient devant elle, ct, quoique bien ouverts, ils

semblaient un peu bridё s par les ponllnettes, a cause du

sang qui battait doucement sous sa peau flne. Une

cOuleur rose traversait la cloison de son nez. Elle

inclinait la tete sur l'ё paulc, ct l'on voyait entre ses

lёvres le bout nacrё  de ses dents blanches.

(ハイ″力″θ βθソαり,tome l,p.415)

愛人 ロ ドルフの視像 として映 るエ ンマの「顔」 は ,

光輝 いて,つ ば広の帽子 に縁取 られ,バ ラ色の皮膚 と

脈打つ血管 まで も生 き生 きと立体的に描かれている。

さらに,エ ンマが首を傾 ける しぐさをす る。す るとフ

ロベール独特の (。 …,et)の リズムで, 日元 に白い歯

を見せ,に っこり笑 うエ ンマの動的な様子が読み取れ

る。

引用 4:

Sa flgurc, conllnc cn un

la plaque des shakos; ….

Πliroir magique, brillait sur

エンマの顔は,魔法の鏡のように,

章の中で輝いて見えたりもする。

引用 5:

(ibid。 , p.416)

人々の軍帽の徽

sa physionolmico Ce

de vcnt chasse lcs

tristcs   qui   les

ses ycux bleus; tout

レオンの視像としてのエンマの顔は,

比喩され輝いている。

(ibid。 , p.416)

空 と雲 と風に

以上のように,男の眼に映る「女の顔」は巧みに輝

いて表現されている。さらに,醜い老婆の「痩せた顔」

にも詳細な表現が見出される。「農業共進会」で勤続

賞を受賞する働き者の老婆カトリーヌ・ルルーの描写。
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引用 6:

Ene avait aux pieds de grosses galoches de bois, ct,

le long des hanches, un grand tablier bleuo Son visage

maigre, entourё  d'un bёguin sans bordure, ёtait plus

plissё  de rides qu'une pomme de reinette nё trie, ct des

manches de sa canlisole rouge dё passaient deux longues

mains,  a  articulations  noueuseso  La  poussiё rc  des

granges, la potasse des lessives et le suint des laines les

avaient si bien encroOtё es, ёraillёes, durcies, qu'elles

semblaient sales quoiqu'cllcs hssent rincё es d'cau

claire; et, a force d'avoir sclwi, clles restaient

entr'ouvertcs comme pOur prё senter d'elles― memes

l'humble tёmoignage de tant de souffrances subies.

Quelque  chOse  d'une  rigiditё   monacale  relevait

l'expression de sa flgure.Rien de triste ou d'attendri

n'amonissait ce regard pale。

(ル物力
“
θ Bθソαり,tome l,p.428)

縁な しのひも付き帽に包まれたしなびた班 りんごの

嫉よりも妓だらけの痩せた顔。「顔」か ら「手」へと

焦点は移 り,節 くれだった手の長々と続 く描写。「手」

自体が主語⇒主体となり,老婆の苦労を「手」そのも

ので「大写 し」で表現 していく映像的な手法。さらに

「顔」の描写に戻 り,そ の表情は修道尼の厳格 さで ,

日つきは悲 しみにも感動にもやわらぐことのない青白

さで,比喩。 この場面にのみ登場する副次的人物にも

かかわらず,「顔」「手足」「身な り」の執拗な描写か

ら,農業に携わってきた老婆の苦労の歳月が読み取れ

るのである。 ところが, この老婆の「痩せた顔」の後

に続 く刻銘な表現は,『純な心』の主人公であるフェ

リシテの「痩せた顔」には見 られない。さらに,こ の

カ トリーヌ老婆には,ルルーという苗字がある。が ,

フェリシテには,無い。単にフェリシテという「忠実」

を意味するだけで, この名 も『 ボヴァリー夫人』の女

中の名前と同じ。すなわち, フェリシテの「個性」は,

読み取れないのである。

では,『純な心』の他の登場人物の「顔」は,描か

れているだろうか。作中にある igurcま たは visage

の語を全部抽出してみる。

引用 7:

1。 Sa igure ёね■ m五gre… (磁 働θνr sプリ ′θ,tome

2.p.592)

2.Fё licitё   contre  une  claire― voic:  sa  bave  lui

rttailliSSait a la flgure。 … (p.597)

3.sa flgure devenait la sienne。 (p.602)

4.et dc nc plus voir continucllement sa gentille

... lLё on, du coin de l'oeil, ёpia

nit conllnc lc cicl, quand un coup

nuages.  L'amas   des   pensё es

assombrissaient panit se retirer de

son vlsage rayonna.
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flgure。 (p.603)

5。 elle s'y abandonna a plat ventre sur son matelas,墜

visage dans l'oreiller.(p.607)

6. ellc aper9ut rヽirginie ёtalёe sur le dos, les mains

jointes,la bouche ouverte et la tete en ariё re sous

unc croix noire s'inclinant vcrs ellc, cntre les

rideaux immobiles,moins pales que sa igurc。 (..。 )

(p.609)

7.A la in de la premiёre veille,elle remarqua quc墜

flgure avait jauni, lcs lё vrcs bleuircnt, lc nez se

pin9ait,  les yeux  s'cnfon9aiento  Elle  les baisa

plusicurs fois, et n'cut pas ёprouve un ilnmense

ёtonneⅡlent si Virginie les eut rouverts;(.… )Elle

flt  sa toilette,  1'enveloppa  de  son  linceul,  la

descendit dans sa biё re, lui posa une couronnc,

ёtala  ses  cheveux.   IIs  ёtaient  blonds,  et

extraordinaires de longueur a son age. Fё licitё  en

coupa une grosse mё che,(..。 )(p.609)

8.La flgure de Bourais, sans doute, lui paraissait

trёs dr61e。 (p.613)

9。  se  tamponna  le  visage  avec  son  mouchoir...

(p.616)

10. On la croyait moins vicillc, a cause dc ses cheveux

brtlns, dont les bandeaux entouraient sa flgure

bleme。 … (p.618)

11. Lc soir son visage ёtait grippё , ses lё vres se

collaient a ses gencives.…  (p.620)

以上,H語 があげ られる。

⑥は安置されたヴィルジニーの遺体の様子 ⑦では
ヴィルジニーの「死に顔」の描写で,遺体に経帷子を

着せ棺に納め,死者の顔に死化粧をほどこし,花冠を

かぶせ顔を飾る。さらに死者の髪の一房を形見に切り

取る行為までが刻銘に描かれている。⑨はオーバン夫

人の「死に顔」,⑩はフェリシテの「臨終前の顔」の

描写,等がある。ところが,そ の他の「顔」の描写は

無い。すなわち,『純な心』では,「死に顔」や「病の

顔」の他は「顔」の表象が無いことが読み取れる。

次に,「色」の描写について :「色」は,文学作品

において感情表現の手段になりうるという展開で,①

『純な心』と,『二つの物語』の他の二作品②『聖ジュ

リアン伝』③『ヘロデア』との「色彩」を比較した論

文「Flaubc■ :Trois Contesの 色彩について」 (注 2)

によれば,二つの作品中に使われている色彩語は,①

は44語,②は64語,③は78語と,『純な心』は最も少

なく,その色彩の対象は,ほ とんど鶏鵡のルウルウに,

次いで教会の儀式の調度品に使われている, とある。

また,作品により「色調」が大きく異なり,『純な心』

は,地味または全体が無彩色, との分析がある。すな

わち『純な心』は, シンボルの鶏鵡を除けば,「色の

無い」月ヽ説とも考えられる。

以上,「顔」 も「死」の描写の他は,描かれていな

い。「色」も,鶏鵡のルウルウの他は,「無彩色」で,

描かれていない。とすると, この「描かれていない」

という現象は, これまでにフロベールが遂行してきた

精細な描写への努力を怠った, ということであろうか。

それとも,敢えて,意識的に,描かれていないのだ

ろうか。

Ⅲ.「無」 の文体

アルベール・ チボーデによれば,『純な心』は,「 ご

くあっさりと,気楽に,直接の感動から創られたよう

な印象を与えるが,実際には,み っちり3週間かけて

7頁 という,例の粒粒辛苦の筆で書かれていった。机

の上には剥製を置いて仕事をした」 (注 3)と ある。

この小さな作品には,そ のような粒粒辛苦の工夫がほ

どこされているのであろうか。そうだとすれば,そ れ

は一一体どのようなものであろうか。

まず,小説のタイ トルについて考えてみたい。タイ

トルは,作品の内容の多様な側面を暗示する役割を担

うが,原題は「un cOeur simple」 である。和訳は

『純な心』 (吉江喬松訳1936)の他に『まごころ』 (山

田九朗訳1948)『素朴な女』 (山田稔訳)『素朴な心』

(村上菊一郎訳 1951)な どがある。四人四色,なぜ異

なるのか。原題も初めは L'histoirc d'un Cocur simple

であったのが,途中で Un cOeur simpleに 改題されて

いる。意味を辞書 (ロ ワイヤル仏和中辞典)で調べる

と :

1.Coeur:男 性名詞,「心臓」「心」とあるが,比喩

的に使われると,

① (感受性を示す)心情

② (情動を示す)心,気分

③ (愛情を示す)心,愛

④ (情けを示す)親切,真心

⑤ (意欲を示す)心,や る気

⑥ (文学)勇気 ,

以上広義になる語である。

2。 Simple:形 容詞 ,

①単純な,た やすい

②単なる,た だの
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③素朴な,純朴な

④質素な

⑤おめでたい,愚直な, とこの語も広義である。

3。 Un:不定冠詞 普通名詞に付いて,
①初めて言及するもの,不特定のものを表す。 (あ

る,ひ とつの)

②種類・種族を総称的に表す。 (～ というものはど

れも)

③強調・誇張・賞賛 0軽蔑などを表し,(真の,本

当の,甚だしい)等の機能を持つ。

1の名詞六通り, 2の形容詞五通り, 3の不定冠詞三

通りを自由に組み合わせて,Un Coeur Jmpleを 訳す

と, 6× 5× 3=90通 りの訳ができる。その意味はさ

らに広がり,読み手,聞 き手,訳者によって受け取り

方がさまざまに異なる可能性がでてくる。すなわち,

このタイトルは「多義性」 (polysёmた)を持つ。

タイ トルは内容を表すというが,内容そのものにつ

いても同じような現象がみうけられる。例えば,『純

な心』執筆の折, フロベールは朗読しながら筆を進め

るが,聞 き役のロジェ・ デ・ ジュネット夫人に対し,

フロベール自身が内容を要約 し,「あなたがお考えに

なるのとは違って, これはいささかも皮肉なものでは

ありません。それどころか,非常に深刻で非常に悲し

い物語なのです。私は, 自分もその一人である感じや

すい魂をもった人々の同情を惹き,彼 らの涙を絞って

やりたいのです」 (注 4)と 説明している。

一方,『純な心』刊行の折,『両世界評論』誌に載っ

たブリュンチエールの評論は :

「『純な心』に感じられるのは,人間の愚劣とブルジョ

アの美徳に対する,内に秘めた苛立ちの響きである。

登場人物と人間一般に対する, この小説家の,例の深

い侮蔑の念である。その嫌味な調子が,涙よりも悲し

い笑いを誘う,あ の同じ嘲笑,あ の同じ苛酷,あ の同

じ滑稽な残忍さである」というものであった。これに

対してアルベール・チボーデは,「 これほどまでに,

先入観に目を塞がれた評論もまずないだろう」とブリュ

ンチエールの評を批半Jし 「『純な心』は, フロベール

の文学の中で,一段と高い人間的な愛情と憐憫に向か

うターニング・ポイントを画す作品である。そこには

穏やかな単調さと溢れるような内面の充実があり…

(中略)…。キリス ト教的リズムの中で捉えられ,愛情

と悲哀感が溶け合い,勝利と安らぎに向かう…」 (注

5)と 賞賛しているのである。つまり, フロベールと

ジュネット夫人,ブ リュンチエールとチボーデでは,

作品の受け取り方が異なることがわかる。小品にもか
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かわらず,「読み手」によって受け取 り方が全 く異な

るのである。なぜ, このような奇妙な現象が起 こるの

か 。

それは,「私の主張はこうだ…」という「書き手」

の「主観が曖昧」または「主観が不特定」である場合,

もしくは「主観が見えない場合」に生起 しうる。すな

わち「書き手」の「主観が消滅」した場合,「読み手」

の数だけ意見が生じうるのである。しかし,果たして,

小説作成において, このような現象を起こす文章上の

手法があるのだろうか。

原書はプレイアー ド版『フロベール著作集第Ⅱ巻』

のp.591-p.622に 含まれる。第 1章は,p.591-p.592,

第 2章は,p.592の 下 5行 一p.600,第 3章は,p.601-

p.612, 第 4章 は, p.613-p.620, 第 5章は, p.621-

p.622である。これは,頁数で表すと,第 1章 は 2頁。

第 2章は 8頁。第 3章は12頁。第 4章は 8頁。第 5章

は 2頁である。

頁の量数で表すと,「 2-8-12-8-2」 の比率の

ピラミッド型の構造を成 している。すなわち『純な心』

は,小説の構造上「仕組まれた小説」であることがわ

かる。

『ボヴァリー夫人』は頁数においてピラミッド型の

小説であり,第一部 9章,第二部15章,第二部 H章の

構成で,全 35章の真ん中,17章 目すなわち第二部 8章

目が最 も頁数が多 く,そ の「山場」は「農業共進会」

の場面である。では,『純な心』が,同様なピラ ミッ

ド型構造に仕組まれているのであれば,頂上にあたる

「山場」には何が描かれているのか。第 3章の真ん中

p.607～p.608辺 りを探 ってみると,甥のヴィク トール

の突然の言卜報,そ してヴィルジニーの死・葬儀の場面

と続 く。すなわち, フェリシテの「最愛の人々の死」

が,仕組まれた小説の「山場」に置かれていると考え

られる。それでは,実際に,テ クス トの「山場」にあ

たるヴィルジニーの危篤・ 臨終場面を探 ってみよう。

引用 8:

/ヽ1ais, un soir qu'cne avait ёtё aux environs faire une

course, ellc rcncontra devant la portc le cabriolct dc

M.Poupart; et il ёtait dans le vestibuleo MIne Aubain

m son chapeau.
― 〈〈Donnez―moi ma chaufferette, ma bourse, mes gants!

Plus vite donc!〉〉

/1ittζブ′ブθ θναj′ ν′θ /7ι′χブθ″ グθ′θブ′rJ″θメ θゼ′αJ′ ′θν′―ο′rθ

グびsθムソびrど。
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一 〈〈Pas encore〉〉dit le Mё decin; et tous deux montё rent

dans  la  voiture,  sous  des  ■ocons  de  neige  qui

tourbillonaiento La nuit allait venir. 1l faisait froid。

一 (勧9 Cθθνr sJ″ψた,tome 2,p.609)

オーバ ン夫人は,「足温め,財布,手袋を !早 く !」

(直接話法)と 言 った後, ヴィルジニーが肺炎になっ

たことがわかるが,モー ドはすでに半過去に転換され

C'ど′αJ′ ′θ傷′―∂″θ ttsθψどrび。「おそらくもうだめだろう」

という不安な気持ちが広がるのが自由間接話法 (注

6)で表現 されている。pcut―etreは フロベールが リズ

ムの調節によく使 う副詞のひとつで,「語 り手」の感

情 も含まれる。医者は,〈〈Pas encore〉〉「まだまだ」 と

直接話法の会話体で語 り,馬車に乗 った二人の姿が消

える (単純過去 mOntё rent)。 すると,雪が降る。夜が

来る。主語は,雪 des■Ocons de neigeで あり,夜 la

nuitで ある。動詞は,情景をあらわす半過去で,「読

み手」には,雪の夜のイマージュが印象 として残る。

引用 9:

Fё licitё  se prёcipita dans l'ё glise, pour allumer un

cierge.  Puis  elle  coumt  aprё s  le  cabriolet,  qu'elle

rQ10ignit unc heure plus tard, sauta lё gёrement par

dcriёre, ou ellc        aux tOrsades, quand une

rё■exion lui vint:《 Lα θθνr ″ゼ′αJ′ ′αs υルr″ ?どθ/ sj dcs

ソθ′θνrs s'ブ
“
′rθグリなαブθ4′7" Et clle descendit。

(ibid。 , p.609)

フェリシテは教会に駆け込んで灯明を上げた。それから馬

車のあとを追い, 1時間後に追いつき,馬車の後部にひらり

と飛び乗って撚り房につかまった。だが,も、と思いなおした。

《庭の木戸が閉まってなかった !泥棒がはいったらどうしよ

う》彼女は降りた。 (山田稔訳)

フェリシテは se prё clplta⇒ coumt⇒ reJolgnit⇒ sauta

(単純過去)と すばやく動き, 1時間もかけ馬車のあ

とを追い,撚 り房につかまり馬車に飛び乗る。一刻も

速くヴィルジニーの見舞いに駆けつけようとする主人

公の大胆な行動にハラハラする場面である。ところが,

突然に une rёttxionが主語になる。「 S、 と思いなおし

た」という訳だか,次いでフェリシテの独り言が続く。

鉤カッコ付き直接話法で,《戸が閉まってなかった,

泥棒がはいったらどうしよう》とつぶやき,フ ェリシ

テは馬車から降りるのだ。方向性のない奇妙な展開で

あり,「読み手」には, とまどう場面である。ただ

rёnexion「考え」には「状況を見極めた上での思考の

方向転換」の意味もあり,luiは 間接目的語「彼女に」

を意味する。すなわち主体 une rё nexionが ,客体フェ

リシテ自身に働きかけている文章で,フ ェリシテの内

面で意識の転換が起きたことが読み取れる。さらに,

その「独り言」は,半過去で表わされている。とすれ

ば, この奇妙な「半過去の独り言」には,表面には出

ない無意識の心理が含まれる可能性もある。例えば,

奉公人はお嬢様ヴィルジニーに過度の愛情を抱いては

ならない, というご主人オーバン夫人の制裁に対する

無意識の葛藤がフェリシテの内面に突然起こり,une

rёnexlonと なり,つぶやいたのではないか。そしてそ

の一瞬,駆けつけたい思いを留め,忠実な奉公人の意

識に戻り,故にフェリシテは馬車から降りる (単純過

去 descendit)の ではないか。 フェリシテの奇妙な行

動 (単純過去)の裏には,奉公人としての勤勉な使命

感とヴィルジエーヘの複雑な心理が重なり (半過去),

「意識と無意識が交錯 しながらも己の執着を翻すシー

ン」とも読みとれる。それは一方で,愛するヴィルジ

エーの元に駆けつけることなく,臨終の悲劇的な描写

は回避されることになる。

引用10:

Le couvent Fe trOuvalt au fond d'une melle escarpё e.

Vers le milieu,elle entendit des sons ёtranges,un glas

de mort.〈くC'est pour d'autrcs〉 〉, pensa― t… ellc; et Fё licitё

tira violemment le marteau.

Au  bout  de  plusieurs  nlinutes,  des  savates  望

trainё rcnt, la portc s'cntrcbailla, ct unc rcligicuse partlt.

La bonne中 Socur avec un air de componction dit qu'

《θノ′を νθ4αブ′ ″し
Jρ
αssθ′〃.

En mOmc temps, lc glas de Saint― ]Lёonard ttdoublait。

(ibid。 , p.609)

修道院はけわしい小道の奥にあった。なかごろまで来た

時,妙な音が聞こえてきた。お弔いの鐘だ。「亡 くなったの

はよその人だ」とフェリシテは思い,門の叩き金を激しく引っ

張った。

数分後に,ス リッパをひきずる音がして, ドアが細目に開

き,尼さんの顔がのぞいた。

尼さんはうやうやしく,「いまお亡 くなりになりました。」

と言った。

同時にサン・ レオナール寺院の弔鐘がひときわ高く鳴りは

じめた。                 (山 田稔訳)

まず修道院に続 く道の情景で始まる。建物に近づくに

つれ,鐘の音が聴こえる。スリッパの音がするが,主

言吾は des savatcsス リッパ。 ドアが開くが, 主言吾は la

potteド アで,代名動詞が使用されている。そしてひ

とりの尼さんが現れる。尼さんは,「今お亡 くなりに

なった」と告げる。このひと言は,接続詞 queの次に

鉤カッコがあり,直接話法と間接話法が混同され,カ ッ
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コ内は半過去という文法上の破格。フェリシテは臨終

に間に合わなかったのだ。画面が変わり,弔鐘が鳴る

が,主語は glas鐘 であり, フェリシテの姿は描かれ

ていない。修道院の小道⇒鐘⇒スリッパ⇒ ドア⇒尼さ

ん⇒鐘, と「読み手」には,映画のように一コマーコ

マのイマージュが浮かび,同時に鐘の音,ス リッパの

音, ドアの開く音,尼 さんの声が聴こえる。そしてこ

のシークエンスの最後に修道院の情景が高らかな鐘の

音とともにイマージュとして残る。まさにこのコント

の「山場」と言える。

ヴィルジニーの遺体の様子は,

引用H:

Elle remarqua quc la igure       , les lё vres

bleuirent,le nez     ,les yeux       。

(ibid。 , p.609)

顔が黄ばみ,唇が蒼ずみ,鼻がとがり, 日がおちくばんで

きたのに気づいた。

主語は,la ngure,で あり les lё vresで ありle nezで

ありles yeuxで ある。顔は黄ばみ,唇 は青ざめ,鼻

や眼は,代名動詞で,お のずから硬直 し崩れていく

「死者の顔」の様子を表現している。

マルセル・ プルーストは,フ ロベールの文体の特異

性をいちはやくみぬき,「 フロベールの文章では,事

物は物語の小道具として使われているのではない。事

物が姿を現すときの,そ の実在感こそが問題なのだ。

事物はおおかたの主語となっているが,それはつまり

人間が主体として介入する立場になく,光景全体に対

して受身であるからだ。…描かれる対象が人間の場合

でも,ひ とつの物体として認知されるため,そ の姿は,

意志が生み出したものとしてではなく,お のずから生

じてくるものとして描かれる」(注 7)と ,論陣を張っ

て述べた。そして「フロベールこそが,フ ランス文学

史の中で, もっとも斬新とされていい形式をみつけて

いたのだ」と指摘している。人間的な動機・意図をひ

ねりだすのではなく,「一枚の絵を存在させる」創作

上の手法をフロベールは生み出したと捉えられる。

ロラン 0バル トは, このフロベールの職人的文体の

革新性と時代性を重視 し,「古典主義のエクリチュー

ルは破砕 したのであり,〈文学〉全体は, フローベー

ルから今日まで,言語の問題性となっているのだ」

(注 8)と述べ,1850年頃に「意識が引き裂かれて」

起きた「イデオロギー的な単一的エクリチュールの破

砕行為」を,「文学を終局的には客体へと構成した」

現代文学の先駆活動とみなしている。

一方, フロベール自身の文学的理想として,必ず引

言語 0文学研究編 (2009年 3月 )

き合いに出されるルイーズ・ コレ宛書簡の文章がある。

引用12:

Cc qui me semblc beau,cc quc je voudrais fairc,

c'cst un livre sur rien, un livre sans attache extё rieure,

qui se tiendrait de lui-lneme par la force inteme de son

style, conllne la tenie sans Otrc soutenue se tient en

l'air, un livre qui n'aurait presque pas de suJet ou du

moins Ot le sttet serait presque in宙 sible,si cela peut.

(lettre a Louise Colet,le 16 janvier 1852,

0″θψθηあηεθ 2,p。 31)

ぼくが素晴らしいと思うもの,ぼ くが作ってみたいもの,

それは何について書かれたのでもない書物,外部へのつなが

りが何もなくて,ち ょうど地球が何の支えもなしに宙に浮い

ているように,文体の内的な力によってみずからを支えてい

る書物です… (朝比奈弘治訳)

この後に続 くle sttetは これまで「主題」と訳され

ることが多いようだが,le sttetを 「主観」と解釈す

れば「le Hvre sur rien」 は,「無の書物」すなわち

「主観の無い書物」または「主観の見えない書物」で

あり,「没主観の書物」を書 くことをフロベールはめ

ざしている, とも捉えることができる。

Ⅳ.フ ロベールの書斎

フランス文学史上初の斬新な形式ともいわれるよう

な革新的文体を創出し,「没主観の書物」をフロベー

ルが志すその理由の 1つ として,「仏教思想」の影響

があるのではないだろうか。

「フロベールの書斎」を描いた 3枚の絵画 (注 9)

がある。

(G.A.Rochegrossc, ロシュグロス画,国立図書館蔵)
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姪 カロ リー ヌ画

Caroline Conllnanville, Souvenirs

FcⅡoud。 1895。

さらに, プレイアー ド版

『フロベール写真集』には,

晩年は引きこもりがちだった

フロベールの書斎での様子の

説明と,作家が愛した「遺品」

として,仏像,文具,パイプ,

肘掛椅子等が掲載されている。

写真は,そ の仏像である。

モーパッサンは,1884年 ,

クロワッセの書斎の様子を,

sur Gustave Flaubert.Paris.

ルコン ト顧ヨ, Dumesnil,Flaubert iconographiques,

Vesenaz― Geneve, P.cailler, 1948.

(注H)と ある。この暖炉上の仏像はクロワッセの像

と同一物か,層 Jの像かは定かでないが, ともあれ「黄

金の仏像」は, フロベールにとり大切なものであった

に違いないと思える叙述である。

ところで,「像」というものは「象徴性」を持つ。

フロベールは,「仏教思想」そのものに関心があった

のではないかとも考えられる。フロベールと「仏教」

との関連性を探ってみたい。

V.仏 教思想 の影響

1846年, フロベール25歳の時, フロベール家は不幸

にみまわれる。

1月 15日 ,父 フロベール博士病没。

1月 21日 ,妹カロリーヌは女児を出産するが産褥熱

が悪化。

3月 , フロベールは母や赤子カロリーヌ (妹と同名)

と共にクロワッセの邸に移り住む。

3月 22日 ,最愛の妹カロリーヌ死亡。

3月 , 4月 , 5月 の友人マキシム・デュ・カン宛の

書簡では 三

妹の危篤状態,臨終,埋葬の様子,花嫁衣裳を着せ

入棺し,一晩中遺体に付き添い,柩の埋葬,墓石…と

いう遺族の悲しみから虚脱状態にある苦悩の様子まで

が面々と綴られている。失意の日々が書き綴られる中,

5月 H日 宛の書簡に次の行が見出される。

引用13:

Enfln,vers la trentaine je ve]rai,d'ici la j'apprends la

grammaire grecque ct j'ё ttdie le bouddhismeo Je vis

seul, trёs seul, de plus en plus seul. Mes parents sont

morts.Mes anlis me quittent ou changent:〈 〈Celui, dit

Cakya― MOuni, qui a compris que la douleur vient de

l'attachement  se  retire  dans  la  solitude  comme  le

rhinocё ros.〉〉  Je  t'expliquerai  le  sens  du  mot

〈〈attachement〉 〉qui est tout spё cial.

(Bibliothё que de la Plё iade, Cθ rrθψθ″
`先
7″εθ f.p.265)

CakyattMOuniと は,「 ブッダ釈迦牟尼」であ り,仏

教の「苦」を前提 とした教えを拠 り所 としていると思

われる箇所である。すなわち,絶望の淵にあるフロベー

ルが,未来へ生きる決意をして拠 り所を求める時,そ

のひとつが lc bOuddhismcで あることが読み取れる。

この書簡に関するプレイアー ド版の notes et variantes

参照欄 (p.977)で は, この行に関 して, ウージェー

ヌ・ ブ リュ ヌ フ訳 の ル′rθ ttε′jθη a′ '乃ぉ′θブrg励

bθ測励お
“
θ jη ttθη,t.1(『イン ド仏教史序説』)の教え

ntⅢⅢIギ |ド ,ヽュ」1餞=.  ‐

Bouddha de Flaubert

「…河に面して二つ窓の開いた広い書斎には,書物 ,

友人の肖像,旅行の思い出の他には,飾 りらしい飾り

もなかった…オリエントの琥珀の数珠,幾世紀以来 ,

じっと端座している神々しい黄金のブッダは,切れ長

の眼で仕事場を見下ろしていた」 (注 10)と 述べてい

る。

これら「書斎」の 3枚の絵と「遺品」の資料から,

「黄金の仏像」は,作家の仕事机の傍らに置かれ,常

時,肘掛椅子に座る作家の日前に在ることがわかる。

さらに,パ リのフロベール邸にも,黄金の仏像が置か

れている叙述がある。 1880年 8月 ,モーパッサンは,

フロベール追悼文を新聞に掲載,そ の冒頭は,「それ

は1879年の七月,あ る日曜日の午後一時頃,フ ォーブー

ル=サ ン=ト ノレ通りの,あ るアパルル トマンの五階

の一室でのこと。暖炉の上には黄金の仏像が,永劫に

神々しく不動のまま,そ の細長い日で眺めている」
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が指摘されている。

引用 14:

〈〈Dc la rechcrchc naFt l'attachcmcnt, dc l'attachcment

naFt en ce monde la douleur: que celui qui a reconnu

quc la douleur provient de l'attachement, se retire,

comme lc rhinocёros,dans la solitude。 〉〉 (ibid。 ,p.977)

「欲望か ら執着が生まれ,執着か らこの世に苦が生

じる。苦は執着に由来すると覚った者は,犀のように,

孤独の中に身を引 く」 の意味で,attachemcntは ,喉

が渇き水を貪り求めるような根源的欲望・妄執を表す。

この「苦・集・ 滅・ 道」の教えは,「仏教」の真髄 と

いわれる「四聖諦」の教義である。 同参照欄には ,

『聖アン トワーヌの誘惑』の草稿にもこの教えの引用

が見 られるとの指摘があり,そ の部分が付記されてい

る。 (注 12)

以上のことから, フロベールは,25歳 の時すでに,

1844年 に発表されたブリュヌフの書『 インド仏教史序

説』を読んでおり,「仏教」の「苦・集・滅・ 道」の

教えに関心をもっていたことが推測される。それにし

ても,デ ュ 0カ ン宛書簡の愛する妹カロリーヌの危篤

状態から臨終の様子, さらに葬儀の様子は,先 に述べ

た『純な心』の「山場」の場面のヴィルジニーの死・

葬儀の描写にそっくりそのまま重ね合わせたような叙

述である。 とすれば,妹の死で慟哭 したフロベールが

心の拠 り所とした「苦・集・滅 0道」の教えはフロベー

ルの中で胚胎 し,『純な心』の「山場」に投影 される

可能性 もある。そしてそれは,あ の「読み手」をとま

どわせた「方向性のない奇妙なシーン」すなわち,突

然にフェリシテが思い直 し,独 り言を吐き,馬車から

降 りるというシーンに投影されているのではないだろ

うか。愛するヴィルジニーの危篤の枕元へ駆けつける

ことな く,「己の執着を翻 した行為」は,仏教思想の

「四聖諦」の教えの実践にも重なり合うのである。

ルイーズ・ コレ宛1946年 9月 15-16日 の手紙。

引用 15:

Je travaille assez: tout lc jour du grcc ct du latin et

le soir l'Orient。               (ibid.,p.344)

と, フロベールは, この時期,ギ リシャ語, ラテン

語を学び,ルーアンの図書館で手に入る限りのインド

の書物を本格的に学ぼうとするが資料にとぼしく,友

人エマニュエル 0ヴ ァスに,国立図書館でインド思想

の書をさがすように依頼 している。そのエマニュエル・

ヴァス宛1946年 9月 15日 の手紙。

引用 16:

J'ai lu le Baghavad― Gita, le Nalus, un grand travail

de Bumouf sur lc Bouddhislme. Les hymnes du Rig‥

Vёda, les lois de Manou, lc Koran et quelques livres

chinois; voila tout。                     (ibid。 , p.344)

バガヴァッド・ ギータ,マ ーハーバラータ,仏教に

関するビュルヌフの大業績, リグ・ ヴェーダ,マ ヌ法

典, コーラン,中国の書 (儒教,孔子の弟子達の書 )

などを読んだことがわかるが,わ ざわざ un grand tra―

v」 l de Bumoufブ リュヌフの「大業績」 と強調 して

いるところに注 目したい。 さらに,そ の研究成果を

「インド思想」に関する100頁 もの研究ノー トとして残

し , 6項 目 に 分 け ら れ た ノ ー トの 最 後 に

〈〈Bouddhismc〉〉の項がある, とされている。 (注 13)

時代は飛ぶが,姪 カロリーヌ宛1871年 6月 14日 の手

紙でフーコー訳の た Lθ″sル ′α βθηttθ ttθ j『法華経』

を,仕事に必要なので書店で探すよう依頼 している。

引用 17:

Demande-lui ノθ Lθ′νs(た ノα bθηηθ Zθブ,traduit,je

crois, par Foucaux。 (。 …)Je ne peux pas me dё brouiller

avec mes dieux de l'Inde! J'aurais besoin, pour mon

trav五1,…        (Orrθ ψθηあ ηθθイ。,p.334)

さらに1871年 6月 17日 の手紙で姪カロリーヌに,依

頼した本は高価すぎて,知人ルナンから借りて送るよ

うに指示。ルナンに依頼の手紙を書いている。

6月 24日 には,本を手に入れてカロリーヌに感謝の

手紙 :

引用18:

Je suis tottOurs dans le Bouddhisme et je te remercic,

a ce propOS, d'avoir ёtё chercher ′θ Zθ′νs aし ′α βθttηθ

ιθJ chez l'inα Iヽne Renan, auteur de l'incendie de PaFiS

(.… )                                 (ibid. p.340)

「私は,ず っと仏教にはまっているよ,『法華経』

をルナンから借 りてきて くれてありがとう」 と書いて

いる。さらに,同年 6月 29日 ,エルネス ト・ フェイ ドー

宛の手紙。

引用 19三

Chcr vicux, oi suistte? A Croisset.Cc quc je fais?

J'ё cris mon Saint Antoine.

Et, prё sentement, ayant besoin de connaFtre a fond les

dieux de l'Inde,je lis ′θ」Lθ′νs dθ ノα Bθ 4刀θ」2θ j。

(ibid。 , p。 341)

『聖アントワーヌ』執筆中,イ ンドの神々に精通す

るためにフロベールは,仏教の経典『法華経』を必要

としていることが見出される。

フロベールの遺作『紋切型辞典』Lθ ttε′jθ′4αノrθ グθs

〃盪s rθ fνθsは ,19世紀フランスで起きた出来事や現



樋口 まや :フ ロベール『純な心』に見られる「無」の文体

象について皮肉な視点で書かれている辞典であるが ,

その中に le bouddhismeの 項が見出される。

引用20:

BOUDDHISME.: 〈〈Fausse religion de l'Inde。 〉〉

(dёflnitiOn du dictionnaire Bouillet, lre 6dition)。

(3θνソαrグ θ′Pびενθttθ′,Appendice。 ,

Plёiade,OEuvres 2.p.1002)

仏教 (bouddhisme)「 インドの誤 った宗教」 (ブイエ

の事典,初版の定義)(注 14)と の解釈が してある。
インドでは,「バラモン教」 (ヒ ンズー教)が正統宗教

であり,「仏教」は非正統な宗教である。故に,『紋切

型辞典』のこの解釈は, このままで妥当と言える。 し

か しなが ら, フロベールが批判を込め皮肉ってこの

「辞典」 に「仏教」の項を入れたかもしれないと憶測

するならば,「バラモン教の神々」を語 るために,わ

ざわざ『法華経』を必要 とする作家の真意は他にある

のではないか, とも考え られる。すなわち,「仏教」

は, フロベールには「偽 り」ではな く「真」の宗教 と

みなされているのではないか。「仏像」を傍 らに, フ

ロベールは「仏教」を信奉 していた作家ではないか ,

とも考えられる。

Ⅵ .「仏教」 の ヨー ロ ッパ伝播

我々日本人は,「仏教」を,先祖伝来の生活習慣を

通した身近な宗教として接してきた。 6世紀中ごろ朝

鮮半島を経由して伝来 したこの「仏教」は,「中国仏

教」の模倣・継続とみられ,直接に「インド仏教」と

接することはなかった。では,イ ンドで生まれた「仏

教」は, ヨーロッパヘは, どのように伝播されたのだ

ろうか。

プチ・ ロベール1971年版で le bOuddhismeを 引くと,

語の起源は1830年 ,新版では,1823年とある。考証の

違いでlo年前後の差はあれ, フランス語におけるこの

語の起源は19世紀初頭である。 19世紀初頭が起源とい

うことは,18世紀以前にはle bouddhismeと いう語は,

フランス語には無かった, ということになる。すなわ

ち, この語が意味するもの自体がフランスには存在し

なかった, ということである。Le bouddhismeは , ヨー

ロッパヘは,19世紀初めに導入された「新思想」であ

ることに注目したい。

「インド思想」は, ウィリアム・ ジョーンズ等の功

績により18世紀後半,サ ンスクリット語がペルシャ語

に,さ らにラテン語へと訳され,「インド学」として,

ヨーロッパヘ伝播されていった。 しかし,そ の中の

「インド仏教」は, フランス人トウージェーヌ・ ビュル

ヌフの業績によリパーリ語上座部仏教経典がフランス

語に直接に訳されるという特異な経由で, ヨーロッパ

に初めて伝播されたのである。(注 15)ウ ージェーヌ・

ビュルヌフ (1801-1852, パーリ語・サンスクリット

語・ゼント語学者)は 1826年パーリ語の解読に成功 ,

彼の東洋語研究の業績により上座部仏教経典の解読が

可能になった。1932年 ,ビュルヌフがコレージュ・ ド・

フランス教授に選出されたことで仏教関連の科学的研

究に先鞭が付けられ,「 フランス仏教学」が成立 して

いく。 1844年 , ビュルヌフは『インド仏教史序説』を

発表した。この書は,サ ンスクリット語原典解読によ

る当時のブッダの教義に関する初めての光源であり,

再構成したものである。さらに1852年 には,サ ンスク

リット語『法華経』のフランス語訳を刊行するが,発

刊を待たずビュルヌフ急死, フーコー等によって受け

継がれ成し遂げられた。この書もヨーロッパ知識人の

間で流行したと言われる。 ドイツではショーペンハウ
ワー, シェリング, ワグナー,ニーチェにより研究さ

れ, フランスでは,テ ーヌ,ルナン, クーザン,バル

テルミー・サン・ チレール等が影響を受けたと言われ

る。ビュルヌフの業績により「インド仏教学」研究は

決定的な一時期にフランスがリー ドするところとなり,

パリが東洋学者にとっての情報・研究・出版の中心と

なった。

Ⅶ .お わ りに

フロベールは,ギ リシャ語・ ラテン語にも精通し西

洋哲学・文学に造詣があるだけでなく,18, 9世紀に

ヨーロッパヘ導入された「インド・東洋思想」の碩学

であり,「オリエント」を実際に旅 した作家である。

その中で,当時「新思想」であった「仏教思想」にも

いちはやく関心をもち,作家としてその思想を作品に

投影したのではないかという視座から,フ ロベールと

「インド仏教」との関連性の探求を試みた。

それにしても,25歳 の時,最愛の家族を失くすとい

う突然に襲った不幸に,「ブッダ釈迦牟尼」の「苦」

の教義が脳裏に浮かび,友人に書簡で諭したという事

実は,注 目に値する。それ以前にすでに,作家フロベー

ルに, この「新思想」を胚胎する時期があったのでは

ないかとも考えられる。今後の研究課題としたい。
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